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製品によって追加する注意事項があれば、枠を拡大して記入する

5mm

スクエアルーフラック S 取扱説明書

構成部品

フロントパネル

名　称 略　図 数　量番号

1-①

リアパネル 1-②

1-③

右サイドパネル 1-④

脚取付用プレート 6⑤

-⑥

-⑦

センターバー中 6-⑧

スペーサー 18⑨

ランプステー 6⑩

六角穴付きボタンボルト M8×20 52-⑪

左サイドパネル

センターバー後

センターバー前

1

1

平ワッシャー　M8

名　称 略　図 数　量番号

82-⑫

ネジ穴隠しシール 14-⑬

12-⑭

六角ナット　M8 30-⑮

保護ラバーシート 6⑯

⑰

⑱

ナットキャップ　M8 12⑲

コの字ボルト用プレート 6⑳

風切音低減プレートセット 1-㉑

㉒

ボルト保護キャップ

スプリングワッシャー　M8

コの字ボルト

30

6

このたびは、シーエルリンク製品をお買い上げいただき、ありがとうございます。
製品を正しく安全にご使用いただくために、あらかじめ本書をよくお読みのうえ、内容をご理解ください。

適合型式

汎用

取り付け前の注意事項
●本製品の組み立てを開始する前に、必ず構成部品の数量を確認してから取り付けてください。
●本製品は汎用品であり、スクエアバータイプのベースキャリアへの装着を想定した構造になっております。
●エアロバータイプのベースキャリアへの取り付けは、レール用ボルトや汎用コの字ボルトを使用し、
　お客様がご自身の判断で取り付け、ご使用ください。
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取り付け上の注意事項
●取り付け要領では安全な作業をしていただくため、特にお守りいただきたい事項を次のマークで指示しています。

●作業前に本書をよくお読みください。
●作業時には必ず傷防止の処置を講じ、車両や部品に傷を付けないよう十分注意して作業を行ってください。

・・・作業をスムーズに進めるために、事前に知っておいていただきたい事項を記載しています。・・・作業をスムーズに進めるために、事前に知っておいていただきたい事項を記載しています。POINT

・・・守らないと事故やケガ、車両を損傷するおそれがある事項を記載しています。・・・守らないと事故やケガ、車両を損傷するおそれがある事項を記載しています。注意
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⑩

取り付け要領

パネルの組み立て　1
❶フロントパネル、サイドパネル左右、リアパネルをM8×20六角穴付きボタンボルト→平ワッシャー→各パネル
　→平ワッシャー→スプリングワッシャー→ナットの順でパネル同士のずれに注意して締め付けます。

外側

⑫⑬⑬⑲⑯
各
パ
ネ
ル

①②
③

④

ボルト締付箇所

⑥

⑧
①

②

③

④

取り付け構成図

⑤ ⑦

⑩

⑧

※図はXSサイズですが、要領は各サイズ同じです。

この段階でパネルを本締めまで行うと後の工程が楽になります。POINT

❷ボルト頭部にボルト保護キャップを取り付けます。　
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センターバーの組み付け　2

❶センターバーの取り付け位置を確認します。

センターバーはボルト穴位置違い3種類、合計8本です。
下記イラストを参考に取り付け位置を確認してください。

POINT

⑥ ⑦ ⑧ ⑥⑦ ⑧ ⑧ ⑧ ⑧

⑨
⑬

⑫

⑨

③④

⑤

⑥⑦⑧

⑫

⑬

⑧⑧

❸サイドパネルとセンターバーをM8×20六角穴付きボタンボルトと平ワッシャーを使用し仮締めします。
　この時、脚取付用プレート取付場所はプレートをあてがい、共締めします。
　脚取付用プレートのラック横方向中央側にはセンターバーとプレート間にスペーサーを挟みます。

脚取付用プレートはセンターバー2本の下部のどのスパンにも設置できます。
ベースキャリアの車体への設置位置、間隔に合わせ調整してください。
ベースキャリアが完全固定式で前後調整不可の場合、間隔によっては付かないことがあります。

POINT

前後間のセンターバー本数
2本
3本
4本
5本

❷車体側のベースキャリア前後間隔に合わせて、右の表を参考に脚取付用プレートの配置をしてください。
ベースキャリア前後間隔

※上図は前後間のセンターバー本数4本です

300～420mm
480～600mm
660～780mm
840～960ｍｍ
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風切音低減プレートの取り付け（任意）　B
❶風切音低減プレートを付属のボルト類を使用して取り付けます。

スクエアルーフラック用 風切り音低減プレート 取扱説明書をご覧ください。
フロント側のランプステーと併用はできません。

POINT

注意

ランプステーの取り付け(ルーフラックに作業灯などを取り付ける場合)　A
❶前後のランプステーをセンターバー側はM8×20六角穴付きボタンボルト・平ワッシャー・スペーサー(2頁目右下参照)で、
   パネル側はボルト・ナット・平ワッシャー・スプリングワッシャー(3頁目下側参照)を使用して固定します。

ランプステーは長い方がフロント用、短い方がリア用です。不要な場合取り付ける必要はありません。POINT

メモ



最終確認　5

必ず脚取付用プレートとコの字ボルトでスクエア
バーを挟み込むように固定し、バーが斜めの状態に
なる場合はベースキャリア位置を変更してください。
緩みが発生し、トラブルの原因となります。
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⑲

❶ルーフラックがベースキャリアにしっかりと固定されている
　か確認します。
❷コの字ボルトのナットにナットキャップをかぶせて作業
　終了です。

車体への取り付け　4

❶スクエアバー式ベースキャリアの上に保護ラバーを置き、
　脚用プレートが保護ラバーの上に載るようにルーフラック
　本体を配置します。

ベースキャリアのフット部天面と脚取付用プレー
トが干渉する場合、保護ラバーを切断し2枚重ね
にするなどし、干渉しないように載せてください。

POINT

注意

製品の落下による事故や車両の損傷を防ぐため、
必ず2人以上で作業してください。

注意

⑯

スクエアバー
❷スクエアバーの下からコの字ボルトを脚用プレートの穴へ
　通し、コの字ボルト用プレート・平ワッシャー・スプリング
　ワッシャー・六角ナットを使用し仮留めします。

車体とルーフラックの前後左右位置に注意して
バランスを調整してください。

POINT

❸六角ナットを締め付けてルーフラックを固定します。　

六角ナットの締め付けトルクに注意してください。
トルクが低いとルーフラックのずれや脱落など、
トラブルの原因となります。

注意

⑯
⑰

⑳
⑫⑮

⑱

各ボルト類本締め　3

❶全体の歪みに注意しながら各ボルトを本締めします　
❷使用しないナッターにはネジ穴隠しシールを貼ります。　

使用しないナッター

NG

OK



HP: https://www.cl-link.com/
Mail: info@cl-link.com
ご不明な点がありましたら、お問い合わせください。

シーエルリンク株式会社
〒739-0033　広島県東広島市西条町馬木564-1

発売元
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使用上の注意


